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― 製品の実像・実行能力・知財実務への適用と留意点 ― 

2026 年 10 月 9 日時点 

Claude Opus 5.5 

 

凡例：本文中の上付き番号［n］は文末「参考文献」の番号に対応する。「（分析）」「（推測）」を付した記述は筆
者による分析・推測であり、それ以外は出典で確認した事実である。出典で確認できなかった事項は「未確認」と明記
した。 

要旨 

・ 製品は実在する。NVIDIA が 2026 年 5 月 31 日に発表した Windows PC 向けスーパーチ

ップで、搭載ノート PC は 10 月 16 日、小型デスクトップは 11 月に発売される[1,2]。 

・ ローカル LLM 性能：128GB 構成では GPU が使えるメモリは最大約 110GB で、120B 級

の MoE モデルを 1 台で動かせる。一方、メモリ帯域は約 300GB/s（算出値）にとどま

り、量産機の独立した実測はまだない[3]。 

・ 知財業務での価値：日本弁理士会のガイドラインは、外部の生成 AI への秘密情報入力に

守秘義務違反・新規性喪失のおそれを指摘している[4]。ローカル実行はこの論点の多く

を構造的に回避できるため、機密性の高い一次処理（発明提案書の整理、先行文献の要

約、社内 RAG、下訳）から導入し、最終判断は人間と高性能クラウドモデルに残すハイ

ブリッド運用が現実的である（分析）。 

・ 導入判断：国内価格は約 51 万〜109 万円[5]。10 月 16 日以降の量産機レビューを待ち、

購入するなら 128GB（最低 64GB）構成、所内共有サーバー用途なら小型デスクトップ

が有力である（分析）。 

1．製品の事実確認 

1.1 名称・発表・発売・価格 

表 1 RTX Sparkの基本情報 

項目 内容 

正式名称 
NVIDIA RTX Spark Superchip。OEM 製品では「NVIDIA RTX Spark N1X」と表記さ
れる[1,6] 
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項目 内容 

発表 
2026 年 5 月 31 日。プレスリリースの発信地は「NVIDIA GTC Taipei」（Computex 
2026 会期中、台北）[1,7] 

発売 10 月 7 日に予約開始。ノート PC は 10 月 16 日、小型デスクトップは 11 月発売[2,8] 

OEM 
ASUS、Dell、HP、Lenovo、Microsoft Surface、MSI が先行し、Acer、GIGABYTE が
続く[1] 

主な機種 
Surface Laptop Ultra、Dell XPS 16 Creator Edition、HP OmniBook Ultra 16、ASUS 
ProArt P14/P16、Lenovo Yoga 9n 2-in-1、MSI Prestige N16 Flip AI+ など[2,3,9] 

価格（米国） 
Surface Laptop Ultra は$2,599（18 コア／24GB）〜$5,899（20 コア／128GB）。
64GB→128GB で+$1,600。Surface RTX Spark Dev Box は$5,999[3,10,11] 

価格（日本） 
Surface Laptop Ultra は税込 51 万 3,480 円〜109 万 4,280 円（128GB 構成は Microsoft 
Store 限定）[5] 

チップ単体の価格は公表されていない。HP の米国サイトには一時、OmniBook X 14 が

$2,999.99、OmniBook Ultra 16 が$3,199.99（いずれも 18 コア／32GB／1TB）、20 コア／64GB

／2TB の OmniBook Ultra 16 が$4,999.99 と掲載されたが、公式価格としては確定していない

[12,13]。 

1.2 主要スペック 

表 2 主要スペックと出典の性格 

項目 内容 出典の性格 

GPU 
Blackwell RTX、最大 6,144 CUDA コア、第 5 世代 Tensor コア
（FP4 対応） 

公式[1] 

CPU 
最大 20 コアの NVIDIA Grace（Arm）。MediaTek が設計に協
力。Cortex-X925／A725 の混成との報道あり 

公式＋報道[1,3,14] 

CPU–GPU 接続 NVLink-C2C、600GB/s（メモリ帯域とは別の指標） 公式[1] 

統合メモリ 最大 128GB LPDDR5X 公式[1] 

メモリ帯域 
約 300GB/s（LPDDR5X-9400 と 256bit バスからの算出値）。
DGX Spark の 273GB/s より約 1 割高い 

算出値。公式 GB/s 値は
未確認[3,14] 

AI 性能 最大 1 PFLOP（FP4、スパース性込みの理論値） 公式[1,6] 

SKU 
ノート用 2 種：①20 コア CPU／6,144 コア GPU／最大
128GB、②18 コア CPU／5,120 コア GPU／最大 64GB。デス
クトップ用は①のみ 

報道[3] 

消費電力 ノート 45〜80W、デスクトップ 140W 報道[3] 

OS Windows 11（Windows on Arm） 公式[1] 
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項目 内容 出典の性格 

形状 
14〜16 型ノート（最薄 14mm、約 3 ポンド）と小型デスクトッ
プ 

公式[1] 

1.3 名称の整理 

・ DGX Spark：GB10 Grace Blackwell Superchip を搭載した開発者向けの小型 Linux 機（DGX 

OS）。2025 年 10 月発売で、価格は$3,999 から$4,699 に改定された。メモリ帯域は

273GB/s[14,15]。 

・ RTX Spark：GB10 と同系統のシリコンを Windows PC 向けに仕立てたものと報じられてい

る[3,16]。ただし、NVIDIA の発表文は「GB10」の語を明示していない。 

・ N1／N1X：発表前のリーク段階での呼称で、現在は「RTX Spark N1X」が製品表記として使

われている[17]。下位チップとしての独立した「N1」は、公式には未確認である。 

2．ローカル LLMの実行能力 

2.1 実行できるモデル規模 

・ 128GB 構成：Surface Laptop Ultra のタスクマネージャーでは GPU メモリの上限が 110GB

（搭載量の 86％）と表示される[3]。NVIDIA は 120B パラメータ・最大 100 万トークンのコ

ンテキストに対応するとしている[1]。Microsoft は、MAI Code 1.1 Flash（137B MoE、約

3.3bit 量子化、重み 53GB）が 256K コンテキストでもピーク 75.5GB に収まったと公表した
[3]。 

・ 24／32GB 構成：4bit 量子化の 27B 級が上限との見立てがある[3]。予約可能な構成の多くは

この帯にあり、大型モデルを動かす目的なら 128GB（最低でも 64GB）が前提となる（分

析）。 

2.2 推論速度 

表 3 現時点で入手できる推論速度 

環境 モデル 速度 数値の性格 

Surface Laptop Ultra
（RTX Spark） 

MAI Code 1.1 Flash 
137B 

生成：2K プロンプトで約 63 tok/s、
256K で約 39 tok/s 

Microsoft 公表グラフ
からの読み取り推定。
量産前機[3] 

同上 同上 
プリフィル：64K で 923.5 tok/s（初
回出力まで約 71 秒）、128K で
769.8 tok/s（約 170 秒） 

Microsoft 公表[3] 



RTX Spark 搭載 PC と知財業務のローカル LLM（2026 年 10 月 9 日時点） 

– 4 – 

環境 モデル 速度 数値の性格 

DGX Spark（参考、
273GB/s） 

gpt-oss-120b
（MXFP4） 

生成：llama.cpp で初期 38.6 tok/s→
改良後 52.9 tok/s。その後の版・設
定で約 58〜61 tok/s の報告あり 

実測。版・設定で変動
[18,19] 

DGX Spark（参考） 
Llama 3.1 70B
（FP8、SGLang） 

生成：2.7 tok/s（プリフィル 803 
tok/s） 

実測[20] 

解釈（分析）：トークン生成速度はメモリ帯域でほぼ決まる。RTX Spark の帯域は DGX Spark

の約 1.1 倍にとどまり、ノートには 45〜80W の電力制約もあるため、実効性能は DGX Spark 同

等かやや下と見るのが妥当である。MoE モデル（gpt-oss-120b、Qwen3-30B-A3B 等）は快適に

動くが、密な 70B 級以上は対話用途には遅い。長い明細書を読み込ませると、最初の出力まで数

十秒〜数分待つことになる。 

2.3 ソフトウェア・エコシステム 

・ 確認済み：CUDA 13.4 が Windows on Arm にネイティブ対応した（開発者プレビュー）。

NVIDIA の移植ガイドは CUDA Toolkit 13.4、TensorRT for RTX、Windows on Arm 版

Ollama を案内している[21,22]。llama.cpp 開発者の Georgi Gerganov 氏は NVIDIA の発表文中

で RTX Spark への対応を表明した[1]。プライバシー方針に応じて問い合わせをローカルモデ

ルへ振り分け、クラウド送信時に個人情報をマスクする「NVIDIA OpenShell」や 、

Microsoft のエージェント隔離基盤「MXC」（一般提供開始）も用意された[1,3]。 

・ 未確認：LM Studio と vLLM は「対応予定」との二次報道があるが、ARM64 ネイティブ版

の提供状況は未確認である。NVIDIA NIM と Windows ML の RTX Spark 対応も未確認であ

る。 

・ 発売前の不安材料：量産前の Surface Laptop Ultra（20 コア／24GB）を入手した人物の検証

では、ドライバを 591.33 から 616.00 開発者プレビュー（CUDA 13.4 対応）に更新しても

Phoronix Test Suite の CUDA テストは完了せず、電源プランの挙動も不安定だった[23,24]。発

売直後はソフトの成熟度が最大のリスクである（分析）。 

・ Windows on Arm の互換性：x86 向けのネイティブ拡張（Python パッケージ、社内ツール、

特許 DB クライアント等）がエミュレーションで動くか、ARM64 版があるかを個別に検証

する必要がある（分析）。 
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2.4 日本語対応のオープンモデル 

・ GPT-OSS Swallow（20B／120B）と Qwen3 Swallow（8B／30B-A3B／32B）：東京科学大

学と産総研が 2026 年 2 月 20 日に公開した。ライセンスは Apache 2.0 で商用利用できる。公

式ページは、オンプレミス実行によって情報漏洩の心配がない点を利点に掲げる。なお、

GPTQ 量子化版は反復出力の問題で公開が停止されている[25–27]。128GB 構成では GPT-OSS 

Swallow 120B が第一候補となる（推測）。 

・ その他：PFN の翻訳特化 LLM「PLaMo 翻訳」はローカル環境でも実行でき、個人は無償で

商用利用できる[28]。LLM-jp、ELYZA 系などの国産モデルも選択肢になる[29]。汎用では gpt-

oss、Qwen3 系、Gemma 系が有力である（分析）。 

2.5 他の選択肢との比較 

表 4 ローカル LLM環境の比較 

選択肢 メモリ／帯域 
価格目安（128GB

級） 
強み 弱み 

RTX Spark ノート 
最大 128GB／
約 300GB/s 

Surface で
$5,899[10] 

CUDA、Windows、
携帯性 

帯域が狭い、ARM 互換
性、高価、量産機レビュ
ーなし 

DGX Spark 
128GB／
273GB/s 

$4,699[14,15] 
実績、Linux 開発環
境 

Windows 非対応、据え置
き専用 

Mac Studio M5 
Max 

最大 128GB／
614GB/s 

$5,099[30–32] 生成速度は約 2 倍 CUDA 非対応、macOS 

Ryzen AI Max+ 
395 機 

128GB／
256GB/s 

$3,500 前後〜[33,34] 
最も安価、x86 
Windows 

ROCm 等ソフトの成熟度 

RTX 5090 搭載 PC 
32GB／
1,792GB/s 

GPU 単体$1,999
〜[35,36] 

小型モデルなら圧倒
的に速い 

120B 級は載らない 

クラウド API ― 従量課金 最高品質、長文脈 
守秘・新規性・契約上の
論点 

Microsoft は「M5 Pro 搭載 MacBook Pro より最初のトークンが最大 2.1 倍速い」と主張してい

るが、比較相手は上位の M5 Max ではなく、量産前機による自社テストであり、生成速度の比較

は示していない[10]。持ち運べる Windows／CUDA 機である点が最大の差別化要素で、純粋な推

論速度やコスト効率では Mac・AMD 機に分がある（分析）。 
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3．知財業務での活用可能性 

3.1 秘密保持・情報管理上の意義 

日本弁理士会「弁理士業務 AI 利活用ガイドライン」（2025 年 4 月）の要点は次のとおりであ

る[4]。 

－ 外部事業者の生成 AI に秘密情報を入力すると第三者への開示に当たり、守秘義務（弁理

士法 30 条）違反や契約違反のおそれがある。 

－ 秘密保持規約のない第三者のプラットフォームに情報を載せた場合、新規性を喪失する

可能性がある。 

－ クライアントの秘密情報を生成 AI に入力する場合は、学習の有無によらずクライアント

の合意を得るべきである。 

－ 生成物のファクトチェックは弁理士が必ず行い、責任は弁理士が負う（民法 644 条の善

管注意義務）。 

海外では、UC Berkeley IPIRA が、未公開の 発明内容を 公開版の AI チャット ボット

（ChatGPT、Claude 等）に貼り付けると公知化とみなされ、特許保護を損なうおそれがあると

警告している[37]。米国の特許事務所 MBHB も、クライアント機密の不用意な開示を避けるベス

トプラクティスの一つとしてオンプレミスのサンドボックス導入を挙げている[38]。 

分析：ローカル実行ではデータが端末の外に出ないため、「第三者への開示」「学習への利用」

「秘密保持規約の有無」という論点の大部分を構造的に回避できる。ただし、次の 3 点に留保が

要る。①法人向けクラウド（学習なし・NDA あり）の利用が直ちに守秘義務違反や新規性喪失

に当たるわけではなく、法的評価は確立していない。②クライアントが契約で AI 利用自体を制

限している場合があり、ローカルでも契約の確認は必要である。③営業秘密としての管理（アク

セス制限、ログ）は端末側で別途設計しなければならない。 

なお、特許庁が 2026 年 7 月 27 日に公表した「JPO AI ビジョン」は庁内業務の AI 活用に関す

る基本方針であり、出願人や代理人の AI 利用指針ではない[39]。INPIT による AI 利用指針は確

認できなかった。 
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3.2 ユースケース別の適性（分析） 

表 5 知財業務のユースケースとローカル LLMの適性 

業務 適性 理由・前提 

発明提案書の整理・発明発掘の壁
打ち 

◎ 
最も機密性が高く、価値も大きい。120B 級モデルで十分実用
的 

先行文献の要約・分類・ノイズ除
去 

◎ 
一括処理なら速度は問題にならない。文献自体は公開情報だ
が、調査の観点（何を調べているか）は秘匿したい 

社内特許 DB・技術文書への RAG ◎ 
オンプレ型 RAG の典型。小型デスクトップを常時稼働の所内
サーバーにする構成が有望 

特許翻訳の下訳 ○ 
GPT-OSS Swallow や PLaMo 翻訳を利用。訳語の統一やチェ
ックは人間が担う 

明細書の実施形態・背景技術のド
ラフト 

○ 
人が作成したクレームから各セクションを生成する方式
（AWA の事例）。整合性の確認が必須 

拒絶理由への応答案、引用文献と
の対比 

△ 
論点整理には有用。補正の戦略判断はフロンティアモデルと人
間の領域 

FTO・侵害予防の一次スクリーニ
ング 

△ 
見落としのリスクが大きい。網羅性は専用 DB と人間で担保す
る 

IP ランドスケープ分析 △〜○ 
集計は従来ツール、解釈文の作成に LLM。公開情報中心なら
クラウドでも可 

契約書レビュー ○ 機密性が高い。条項抽出や差分チェックに向く 

AI エージェントによる定型業務
の自動化 

○（将
来） 

MXC や OpenShell による隔離・権限制御が前提。発売直後は
検証段階 

◎：特に適する ○：適する △：用途が限定的 

3.3 導入事例・ベンダー動向 

・ AWA（スウェーデンの国際知財事務所）：所内に「AWACopilot」を導入した。社内ネット

ワーク内の専用サーバーで Ollama と Open WebUI を動かし、外向きのインターネット接続

を遮断している。Llama 3、Gemma、DeepSeek 系のオープンモデルを使い、人が作成した

クレームから背景技術・要約・詳細な説明を生成し、RAG にも対応する。論文自身も、長い

コンテキストの必要性、GPU 資源のコスト、業務フローへの統合を課題に挙げている[40]。

この専用サーバー型の構成は、RTX Spark の小型デスクトップにそのまま移せる（推測）。 

・ エムニ：オープンモデルの Llama-3-70B をファインチューニングした特許翻訳特化 LLM を

開発した（2024 年 8 月）。GPT-4o や既存の翻訳モデルを上回るとしているが、自社評価で

ある[41]。 



RTX Spark 搭載 PC と知財業務のローカル LLM（2026 年 10 月 9 日時点） 

– 8 – 

・ NTT ドコモビジネス：tsuzumi 2 を使った「特許出願業務支援 AI エージェント」を NTT 

R&D フォーラム 2025 に展示した。研究開発段階で、オンプレミス運用かどうかは明記され

ていない[42]。 

・ パテント・インテグレーション：特許読解支援アシスタント「サマリア」に明細書作成支援

機能を 2026 年 3 月 19 日に追加した[43]。ローカル実行への対応は確認できない。 

・ 国内の導入事例：特許事務所や企業知財部によるローカル LLM 導入の一次情報は確認でき

なかった（未確認）。朝日特許事務所は AI 明細書作成システムの特許を取得しているが、ロ

ーカル実行かどうかは不明である[44]。 

3.4 限界・リスク 

・ 性能差：Microsoft の公表では、ローカル版 MAI Code 1.1 Flash の SWE-Bench は 70.8％（ク

ラウド BF16 版は 72.6％）で、同じテストでの gpt-oss-120b（GGUF）は 32.0％だった[3]。

オープンモデルの実力はモデルによって大きく異なり、クレーム解釈や進歩性の議論ではフ

ロンティアのクラウドモデルとの差が残ると見るべきである（推測）。 

・ ハルシネーション：ローカルでも消えない。ガイドラインが求めるファクトチェック義務は

そのまま残る[4]。 

・ コンテキスト長：明細書と複数の引用文献を同時に読み込ませると数万〜十数万トークンに

なる。128K の初回読み込みに約 170 秒かかるため、対話よりも一括処理に向く[3]。 

・ モデルライセンス：Swallow 系、gpt-oss、Qwen は Apache 2.0 である。Llama 系は独自のコ

ミュニティライセンス、PLaMo 翻訳も独自のライセンスで、商用条件の確認が必要である
[25,28]。 

・ 運用・セキュリティ：モデルの入手元（公式リポジトリか）の確認、ハッシュ検証、ランタ

イムとドライバの更新管理、端末紛失対策（ノートに機密データとモデルが同居する）、ロ

グ管理が必要で、運用負荷はクラウドよりむしろ増える（分析）。 

・ 費用対効果：128GB 構成は約 100 万円で、法人向けクラウド API（学習なし）の数年分に相

当し得る。「機密性を理由にクラウドを使えない業務量」がどれだけあるかで判断すべきで

ある（分析）。 

3.5 今後の展望（分析） 

・ ハイブリッド運用の標準化：OpenShell の「方針に応じたローカル振り分け」と「クラウド

送信時のマスク」[1]は、知財業務における「機密はローカル、高度推論はクラウド」という

分担を OS レベルで実現する仕組みであり、普及の鍵になる。 
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・ 小規模事務所・中小企業：1 人 1 台の 128GB ノートは高価である。小型デスクトップ 1 台を

所内の共有推論サーバーにする構成が現実的で、価格の低下や次世代機の登場で裾野が広が

ると見込まれる。 

・ 働き方への影響：一次ドラフト、要約、翻訳が AI の仕事になり、弁理士の役割は検証・戦

略・クライアント対応へ寄っていく。「AI 利用の合意取得」と「検証記録」が業務フローに

組み込まれていくだろう。 

4．推奨アクション 

1. 今すぐ買う必要はない。10 月 16 日以降の量産機レビューで、gpt-oss-120b や GPT-OSS 

Swallow 120B の実測値、発熱による性能低下、ARM64 版ツールの動作を確認してから判断

する。 

2. 購入するなら 128GB 構成（最低でも 64GB）。24／32GB 構成は知財用途で大型モデルを動

かすには不足する。 

3. 所内の共有推論サーバーには 11 月発売の小型デスクトップが費用対効果で有利な場合が多

い。発明者面談など持ち運びが必要な場面はノートで対応する。 

4. パイロットの対象業務：①発明提案書の構造化、②先行文献の一括要約・分類、③社内文書

の RAG。評価指標は作業時間、修正量、誤りの率とする。 

5. 規程の整備：日本弁理士会ガイドラインに沿って、クライアントからの合意取得（ローカル

利用も含めて明示）、ファクトチェック記録、モデルとバージョンの管理台帳、端末の暗号

化を定める。 

6. 代替案との住み分け：速度重視なら Mac Studio M5 Max、コスト重視なら Ryzen AI Max 機、

既存の CUDA 資産や Windows 業務アプリとの連携重視なら RTX Spark。 

5．留保・未確認事項 

・ 未確認：RTX Spark のメモリ帯域の公式 GB/s 値（約 300GB/s は算出値）、ノート単体の公

式 TOPS、量産機での tokens/s 実測、NIM・Windows ML・vLLM・LM Studio の ARM64

ネイティブ対応、INPIT の AI 利用指針、国内の特許事務所・企業知財部によるローカル

LLM 導入の一次事例、独立した「N1」チップの存在。 
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・ 数値の性格：1 PFLOP はスパース性込みの理論値である。Microsoft と NVIDIA の比較値は

量産前機による自社テスト、MAI Code の tokens/s はグラフからの推定値、ベンダーが示す

翻訳精度などは自社評価である。 

・ 法的評価：クラウドへの入力が新規性喪失や守秘義務違反に当たるかについて、確立した裁

判例や特許庁の見解は確認できていない。ガイドラインも「おそれ」「可能性」という表現

にとどまる。 

・ 価格：為替、メモリ価格の動向、OEM の改定によって変わり得る。本文の価格は 2026 年 10

月 7〜8 日時点の報道に基づく。 
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